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加入協会 一般社団法人投資信託協会、一般社団法人日本投資顧問業協会

「つみたて NISA」1 万人認知度調査の結果について
～認知度は徐々に上昇、制度開始直前は 24.7％（約 4 人に 1 人）が「知っている」と回答～

三菱 UFJ 国際投信株式会社（取締役社長 松田
ま つ だ

通
とおる

）は、1 万人を対象に、今年 1 月からはじまる

「つみたて NISA」に関する認知度調査を 2017 年 9 月より毎月実施しております。4 回目となる今回

は、制度開始直前の調査結果をお知らせいたします。引き続き、個人投資家の意見を集約し商品組成に

つなげることで、つみたてNISA を活用した長期で安定的な資産形成の実現に努めて参ります。

＜調査概要＞

・調査対象 ：20 歳～69 歳までの男女 10,000 人

（除外業種：金融業、調査業・広告代理業）

・地 域 ：全国 8エリア（エリアごとに日本の人口構成比で割付）

・調査時期 ：2017 年 12 月 15 日～12 月 19 日（2017 年 9 月から月次で調査を実施）

・調査方法 ：インターネットリサーチ

＜つみたて NISA 認知度の推移＞

つみたて NISA の認知度は 24.7％。調査を開始した 2017 年 9 月から 5.6％pt 上昇。
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＜その他の主な調査結果＞

① つみたてNISAの特徴を認知した人の26.9％は「つみたてNISAを利用してみたい」と回答（Q5）。

② 将来のマネープランに対する考え方・イメージは、「漠然としていて何をどうすればよいか

わからない」が 44.2％と最多。ただし、「将来のために資産運用をしたほうがいいと思う」が

36.5％で続く（Q3）。

※上記は、いずれも「つみたて NISA を知らない」と回答した中から抽出した 104 名の回答率
1



2

■調査結果

Q1. 2018 年 1 月スタート(買付開始）の「つみたて NISA（ニーサ）」がどのような

制度かご存知ですか？

Q2. 「投資信託」がどのようなものかご存知ですか？

【認知度の推移（2017 年 9 月～2017 年 12 月）】
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【性別・年齢別・地域別の認知度】

・年齢別では 20～34 歳の若年層の認知度が他の年齢と比べ若干低い（上図）

・地域別では中部・近畿・中国地方の 9 月からの認知度の上昇が他地域よりも大きい（上図）

・性別×年代別で見ると男性は年代間における認知度の差が小さい一方、女性は年齢が上がるにつれ

て上昇（下図）

※9 月との差（%pt)の赤字表記について

2017 年 9 月と 12 月との差が 5.6 以上(当該期間のつみたて NISA の認知度の上昇分)の場合赤字で表記しています。
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以下は、いずれも「つみたて NISA を知らない」と回答した中から抽出した 104 名の

回答結果。

Q3. あなたの将来のマネープランに対する考え方・イメージに当てはまるものを教えて

ください。（いくつでも）

・資産運用の必要性を感じている人は多い

・一方で「漠然としている」、「面倒」というイメージが資産運用を始める際の妨げとなっている

可能性

Q4.「つみたて NISA」(2018 年 1 月買付開始)や「積立投資」には以下のよ

あります。それぞれの特徴に対してのあなたが思う魅力度を教えてくだ
うな特徴が

さい。

(%)



Q5. Q4 にあるような「つみたて NISA」や「積立投資」の特徴を認知したうえで、

「つみたて NISA」に対しての関心は高まりましたか？

・つみたて NISA を知らない人に特徴を認知してもらうと、およそ 4 人に１人は「つみたて NISA

を利用してみたい」という結果に

※四捨五入等により合計が 100％にならない場合があります。

Q6.今後、「つみたて NISA」の制度を利用して資産形成をすると仮定した場合、どこを

利用したいですか？最もあてはまるものをお選びください。
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Q7. Q5 で「関心が高まった（つみたて NISA を利用してみたい）」とお答えにならなか

った方にお伺いします。その理由となり得るものを以下の中からお選びください。

（いくつでも）

【投資信託のリスクとお客さまにご負担いただく費用について】

投資信託に係るリスクについて

投資信託は、主に国内外の株式、公社債およびリート等の値動きのある証券を投資対象としているため、当該資産の市

価格の変動や為替の変動等により基準価額が変動します。これらの運用により信託財産に生じた損益はすべて投資者の

します。したがって、投資者のみなさまの投資元本が保証されているものではなく、基準価額の下落により損失を被

り込むことがあります。

投資信託は預貯金と異なります。また、投資信託は、個別の投資信託毎に投資対象資産の種類や投資制限、取引市場

異なることから、リスクの内容や性質が異なりますので、ご投資にあたっては投資信託説明書（交付目論見書）、目

をよくご覧ください。

投資信託に係る費用について

ご投資いただくお客さまには以下の費用をご負担いただきます。

■購入時（ファンドによっては換金時）に直接ご負担いただく費用

・つみたて NISA でご購入の場合は、購入時手数料はかかりません。

■購入時・換金時に直接ご負担いただく費用

信託財産留保額…ファンドにより変動するものがあるため､事前に金額もしくはその上限額またはこれらの計算方法を

できません｡

■投資信託の保有期間中に間接的にご負担いただく費用

運用管理費用（信託報酬）…上限 年 0.648％（税込）

※一部のファンドについては、運用実績に応じて成功報酬をご負担いただく場合があります。

その他の費用・手数料 …上記以外に保有期間等に応じてご負担いただく費用があります。投資信託説明書（交付目論

書補完書面等でご確認ください。

※その他の費用・手数料については、売買条件等により異なるため、あらかじめ金額または上限額等を記載すること

上記の費用（手数料等）については、保有金額または保有期間等により異なるため、あらかじめ合計金額等を記載する

ん。

《ご注意》

上記に記載しているリスクや費用項目につきましては、つみたて NISA 対象として届け出ている投資信託を想定してお

料率につきましては、2018 年 1 月 4 日における三菱ＵＦＪ国際投信が運用するつみたて NISA 対象として届け出てい

うち、ご負担いただくそれぞれの費用における最高の料率を記載しております。投資信託に係るリスクや費用は、それ

により異なりますので、ご投資をされる際には、事前によく投資信託説明書（交付目論見書）、目論見書補完書面等

【当資料のご利用にあたっての注意事項等】

■当資料は、プレスリリースとして三菱ＵＦＪ国際投信が作成したものであり、金融商品取引法に基づく開示資料ではありません。当資料は投資勧誘を目

ません。投資信託をご購入の場合は、販売会社よりお渡しする最新の投資信託説明書（交付目論見書）の内容を必ずご確認のうえ、ご自身でご判断くださ

■当資料の内容は作成時点のものであり、将来予告なく変更されることがあります。

■当資料は信頼できると判断した情報等に基づき作成しておりますが、その正確性・完全性等を保証するものではありません。

■投資信託は、預金等や保険契約とは異なり、預金保険機構、保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。銀行等の登録金融機関でご購入いただい

保護基金の補償の対象ではありません。

■投資信託は、販売会社がお申込みの取扱いを行い委託会社が運用を行います。

■クローズド期間のある投資信託は、クローズド期間中は換金の請求を受け付けることができませんのでご留意ください。

＜本リリースに関するお問

三菱 UFJ 国際投信

電話
【n=76】
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